
山田みやこの活動報告

令和4年6月18日(土)

令和4年度 第1回宇都宮市つながりサポート女性支援事業協力団体連携会議に参加

☆令和3年度宇都宮市つながりサポート女性支援事業アンケート調査結果
宇都宮大学ダイバーシティ研究環境推進本部川面充子特任助教授より報告

１）コロナ禍における女性が抱える生理に係る不安や困りごとに関する実態調査では(20～40代)

◦経済的なことへの不安が4割超え、次いで将来全般への不安となっている。
◦不安について約3割は相談しなかった。
◦相談できなかった、しようと思わなかった理由は
・相談窓口を知らない
・諦めている
・相談相手がいない
・恥ずかしい

◦自由記述では
・ひとり親で女の子が3人、生理用品の購入が大変
・男性は費用が掛からないので不公平、女性であることの不利益が多い
・生理は自己責任ではないのでトイレットペーパーと同様に配置してほしい

２）中学生３校における女子生徒が抱えている、生理に対する不安や困りごとに関する実態調査では

◦困ったことは約5割が生理の出血が服などに付いてしまった時
◦約3割が替えの生理用品がなかった時
◦約2割が学校で生理があることを伝えないといけない時
◦自由記述では
・性別を問わず生理について知ることと思いやりを持つこと
・学校トイレに生理用品を置くことへの取り組みへの思い
・生理について話が出来ることの大切さ
・生理の辛さ、怖さ、不安
・生理は恥ずかしいこと、隠さないといけないという思い
・学校にいる時に起こる生理に関する困りごと
・女性であることへの苛立ち

アンケートからの気付きがあった。
※「生理の貧困」という言葉から無料配布、相談窓口の設置と支援の幅が広がってきたが一般社会の中で
男女問わず生理への理解や話が出来ることの大切さと、若者には女性であることが決してマイナスではな
いこと等、新たな視点で自分を考えるきっかけになってほしい。

☆つながりサポート支援事業 今年度の活動について
済生会宇都宮病院 荻津守氏より

◦生理用品はバラで提供のため配布場所として、登録している協力団体は必要に応じてセッティング
◦提供数は1人1セットではなく臨機応変に対応
◦在庫補充は済生会まで連絡
◦実績報告は月末締め、翌月5日までに
◦身近な生活圏域で話し(相談)が出来る場所
◦生理用品を受け入れる場所を増やしていく
◦令和4年6月16日現在 63ヶ所が登録

※山田みやこ事務所も登録(令和4年3月～)
直接生理用品を欲しいと来所される方はおりませんが、支援をしているボランティアさんを通してこの

事業を知り、いただきたいという方がほとんどです。
支援を必要とする方の周りにどれだけ本気の大人がいるかで支援の入り口につながるのだと思う。それ

が地域力と言える。
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